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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月24日(2014.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセスガスを受け入れるための入口および高圧プロセスガスを放出するための出口と
、
　コンプレッサの第１の端から該コンプレッサの第２の端まで延びるとともにその周りに
配置され、ともに回転可能な１または２以上の圧縮ステージを有するシャフトと、
　前記シャフトの一部の周りに配置されかつ吹出し封止材室を形成し該吹出し封止材室と
流体の連通する少なくとも１のガス封止材を有する封止材組立体と、
　前記吹出し封止材室と連通可能に連結し該吹出し封止材室の基準を低圧基準とし、それ
によって前記少なくとも１のガス封止材が封止しなければならない圧力を低減する吹出し
配管網と、
　前記吹出し配管網に配置されかつ前記吹出し配管網を通してプロセスガスの流れの漏れ
を調節するように構成された弁とを有するとともに、
　前記１または２以上の圧縮ステージは前記プロセスガスを受け入れかつ圧縮するように
形成されたコンプレッサ。
【請求項２】
　前記コンプレッサは直列型遠心コンプレッサである請求項１に記載のコンプレッサ。
【請求項３】
　前記コンプレッサは背中合わせの遠心コンプレッサである請求項１に記載のコンプレッ
サ。
【請求項４】
　前記低圧基準は別個の圧縮装置であって、前記吹出し封止材室は前記別個の圧縮装置の
吸引側を基準とする請求項１に記載のコンプレッサ。
【請求項５】
　前記低圧基準は、別個の圧縮装置であって、前記吹出し封止材室は別個の前記圧縮装置
の放出側を基準とする請求項１に記載のコンプレッサ。
【請求項６】
　前記低圧基準は遠心コンプレッサである請求項１に記載のコンプレッサ。
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【請求項７】
　前記吹出し封止材室は、前記遠心コンプレッサの中間の圧縮ステージを基準とする請求
項６に記載のコンプレッサ。
【請求項８】
　前記吹出し封止材室は、前記コンプレッサの中間の圧縮ステージを基準とする請求項１
に記載のコンプレッサ。
【請求項９】
　前記弁と通信可能に連結しかつ前記吹出し配管網で検知された圧力に応じて選択的に前
記弁を調節するように構成された制御論理回路をさらに有する請求項１に記載のコンプレ
ッサ。
【請求項１０】
　回転可能なシャフトの周りに配置された１または２以上の圧縮ステージにおいてプロセ
スガスを漸次圧縮し、　　
　前記回転可能なシャフトの周りに配置されかつ吹出し封止材室を形成しかつ前記吹出し
封止材室と流体の連通する少なくとも１のガス封止材を含有する封止材組立体によって前
記コンプレッサ内に前記プロセスガスを封止し、
　前記吹出し封止材室の基準を吹出し配管網を介して低圧機構とし、かつ
　前記吹出し配管網に配置された弁によって前記吹出し配管網を通してプロセスガス流の
漏れを調節するコンプレッサ作動方法。
【請求項１１】
　前記吹出し配管網を介してプロセスガス流の漏れを調節する工程は、
　前記コンプレッサの通常の運転の間に前記弁を閉成された位置に維持し、
　前記コンプレッサの運転停止の間に前記弁を開成して前記コンプレッサが、少なくとも
１の前記ガス封止材によって安全に取り扱うことができる圧力で調定することを可能にす
る工程をさらに有する請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記弁と通信可能かつ操作可能に連結した制御論理回路によって該弁を調節する工程を
さらに有する請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記コンプレッサの通常の運転の間に前記弁を開成して前記コンプレッサ内でのより高
圧の封止圧力要求を補償する工程をさらに有する請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記吹出し封止材室の基準を、吹出し配管網を通して低圧基準とする工程は、前記吹出
し封止材室の基準を別個の圧縮装置の吸引側とする工程をさらに有する請求項１０に記載
の方法。
【請求項１５】
　前記吹出し封止材室の基準を、吹出し配管網を介して低圧基準とする工程は、さらに前
記吹出し封止材室の基準を別個の圧縮装置の放出側とする工程をさらに有する請求項１０
に記載の方法。
【請求項１６】
　前記吹出し封止材室の基準を吹出し配管網を介して低圧基準とする工程は、前記吹出し
封止材室の基準を遠心コンプレッサの中間圧縮ステージとする工程をさらに有する請求項
１０に記載の方法。
【請求項１７】
　回転可能なシャフトの周りに配置されかつ吹出し封止材室が形成され該吹出し封止材室
と流体の連通する少なくとも１のガス封止材を含有する封止材組立体と、　
　前記吹出し封止材室と連通可能に連結して前記吹出し封止材室の基準を低圧コンプレッ
サとして前記少なくとも１のガス封止材が封止しなければならない圧力を低減する吹出し
配管網と、
　前記吹出し配管網に配置されかつ前記吹出し配管網を通してプロセスガス流の漏れを調
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節するように構成された弁と、
　通信可能かつ操作可能に前記弁と連結しかつ前記吹出し配管網で検知された圧力に応答
して前記弁を調節するように構成された制御論理回路とを有するシャフト封止材システム
。
【請求項１８】
　前記吹出し封止材室は、前記低圧コンプレッサの吸引側を基準とする請求項１７に記載
のシャフト封止材システム。
【請求項１９】
　前記吹出し封止材室は、前記低圧コンプレッサの放出側を基準とする請求項１７に記載
のシャフト封止材システム。
【請求項２０】
　前記吹出し封止材室は、前記低圧コンプレッサの中間の圧縮ステージを基準とする請求
項１７に記載のシャフト封止材システム。
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